Die Selbstbezuglichkeit und die Aporie der Dinge an sich bei Kant. -Problem der doppelten Affektion- by 井上 義彦
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「しかもこれと同じ主観として同一である(das Ich, der ich denke, mit



















































































式的条件として「我思う」の論理的同一性( die logische Identitat )と同じもの
であり、 「そこからなお、私の自我の客観的持続性(die objective Beharト























































































































































































































































































































































selbst betrachtet " (それ自体において考案された物)という表現の省略形であ













































































である」 (A289、 B345-'6)。 uns - eineArtzu sein scheint, wie das
Objekt an sich existiere ( Noumenon )、 ohne auf die Anschauung zu sehen,


































































































































もない( die Form dieser Anschauung kann a priori in unserem Vorstellung-
svermogen liegen, ohne doch etwas anders, als die Art zu sein, wie das













いうことである」 (A28、 B44)cすでに引用した文で繰り返しになるが、 「我々
が対象によって触発されるという主観的条件を捨象すれば、空間表象はまったく
























象である。 「外感が我々に与えるのは関係の表象だけである」 (B67) 、そし
て「このことは、内的直観についてもまったく同様である」 (B67)だから
「もし直観が関係だけしか含まない場合には、それは直観の形式であり、この直
観の形式は心性がそれ自身の活動によって触発される仕方(die Art, wie das







問題」 (A278, B334)であるとするが、 「対象によって触発されるという、
主観の受容性( die Rezeptivitat des Subjekts, von Gegenstanden affiziert zu
werden.)」 (A26, B42)に、 「感性の起源の秘密が存」しないであろうか。
また「感性と客観との関係」は、感性の形式としての直観形式が「主観が触発さ


































「物自体は、感性の真のコレラート」 (A30, B45)であり、 「感性を制限する
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収、北樹出版)。山崎氏は、 「ある物一般-Ⅹ」としての超越論的対象を世界
地平として捉えている。 「事物経験を事物経験として意味あらしめる究極の意
味のありかの一つは、世界地平である超越論的対象に求められる」 (162貞)0
※1 「我思う」 (Ichdenke)の在り方については、カントの次の指摘が重要
である- 「統覚の総合的・根源的統一において私が自分自身を意識するの
は、私が自分に現象するがままでもなく、私が自分自身においてあるがまま
でもなくて、ただ私が存在するということだけである」 (B157)。また「こ
の私自身は、私は考える、という私にとっては単に現象にすぎないこととな
ろうが、しかし私が考えるかぎりでは単に現象ではありえないであろう」
(B429)という指摘から明らかなように、 「我思う」における私の在り方は、
現象でも物自体でもない、両者の中間的な第三の在り方が可能なのである。
これは注目に値する論点だが、すでに別に論じたことがあるので、これ以上
触れない。
※2 Adickes,op.cit.S3.
(平成元年4月28日受理)
